
そ よ か ぜ 私たちは、信頼される・優しい・効率の良い医療を実践し、

地域の皆様と勤労者の健康を守ります。

「信頼・優しさ・効率」

私たちは、信頼される・優しい・効率の良い医療を実践し、

地域の皆様と勤労者の健康を守ります。

「信頼・優しさ・効率」

私たちは、信頼される・優しい・効率の良い医療を実践し、

地域の皆様と勤労者の健康を守ります。

「信頼・優しさ・効率」

●地域医療支援病院　●医師臨床研修指定病院
●救急告示病院　　　●病院機能評価認定施設

　病院にとって他の医療機関と協力しながら地域住民の健康を

守ることは最大の使命ですが、若い医師の研修、教育を行なう

ことも同様に重要な業務と思います。

　平成 16 年度から２年間の医師卒後臨床研修制度が法制化さ

れ、当院も定員４名で初期臨床研修医募集を開始しました。平成 22 年度に一部

法改正を経て継続中で、平成 23 年度から定員５名に増員しました。この 10 年間

若干の増減はあったものの確実な研修医の応募がありました。それに加えて毎年

鳥取大学２年目研修医の選択科目研修希望者も多く、医局の部屋、机が不足して

冷や汗ながらも嬉しい悲鳴でした。

　平成 26 年度からは念願の小児科、産婦人科が開設され、病院はもちろん研修

医にとって、一層充実した診療体制の中での研修が可能となりました。研修は指

導医の熱意と研修医の努力によって成り立ちますが、研修医は指導医の多忙さと

責任の重大さをよく理解していますし、多忙の中の指導医は若い研修医から元気

をもらう訳ですから、お互い様といったところでしょうか。病院の他の部署の職

員も、若くて従順な研修医をかわいがってくれて積極的に教育してくれます。若

い職員の教育に熱心な組織は明るくなります。より良い研修となるようにプログ

ラムの改善努力も行なっています。心身の負担になる救急外来を夜勤ではなく日

勤帯に行なったり、研修内容と評価の全記録に残す研修ノート制度を導入し、研

修医には好評です。

　今後も地域医療の将来を支えてくれる医師の教育に病院を挙げて努力を惜しま

ない所存です。地域の皆様のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

ＨＰアドレス　http://www.saninh.rofuku.go.jp/info/kowar.html

副院長
杉原　三郎

55№

医師卒後臨床研修について



診療科紹介

産婦人科

【概　要】

　当科は平成 26 年４月より小児科とともに新規開設となりました。皆

様に御理解と御協力を賜り、外来および入院ともに少しずつではありま

すが、診療を進めることができております。この場を借りましてお礼を

申し上げます。

　産婦人科の診療内容は妊娠から分娩および産褥を取り扱う周産期分

野、不妊治療や月経異常を取り扱う生殖内分泌分野そして子宮筋腫、卵

巣 腫、子宮癌などを取り扱う婦人科分野というように多岐にわたりま

す。最近では更年期障害や閉経後女性を取り扱う女性医学分野も注目さ

れてきております。病院の特徴としては、合併症妊娠などリスクをもっ

ている方の分娩も取り扱う予定であり、婦人科手術症例は低侵襲で傷も小さな腹腔鏡下手術を積極的に取り入れ

ていきたいと考えております。産婦人科は、このように女性の健康を生涯にわたってサポートするという役割を

担っており、山陰労災病院のますますの発展と地域住民の方々への健康に寄与できれば幸いです。

　現時点で常勤医は２名ですが、いずれも産婦人科専門医であります。助産師 15 名を含む看護スタッフ 29 名と

ともに、新設診療科の諸問題を一つ一つ解決しながら、日々診療にあたって参ります。これまでは他病院へ紹介

となっていた婦人科症例も院内での診療が可能となりますので、ぜひお気軽に御紹介ください。まだまだ至らな

い点が多々あると存じますが、御指導ならびに御鞭撻のほど何卒よろしくお願いいたします。

【担当医】　岩部　富夫　　上垣　崇　( 月・火・水・木・金 )

小児科

【概　要】

　平成 26 年４月から山陰労災病院に小児科が新た

に開設されました。同時期に新設された産婦人科と

ともに、開業医さんと鳥取大学附属病院と緊密に連

携を取りながら２次医療機関として周産期医療を行

います。また小児医療においても、１次、２次医療

を担う一般病院の一つとして、救急医療を始めとし

た地域医療に貢献します。当院は総合病院ですので、

他の診療科との連携も行いやすく多様なニーズに応

えることが可能と考えます。

　小児科外来は山陰労災病院本館の南側に併設された南棟（２階建て）の１階にあります。小児科は３人の医師

で診療しています。看護師は南棟２階にある小児科病棟ならびに産婦人科病棟、同外来と一元化して看護業務に

当たります。

　当科では小児科の疾患に幅広く対応します。初診は平日の午前診察としていますが、急患対応、紹介対応など

は随時可能です。予防接種や乳幼児健診も行います（要予約）。時間外救急診療は、他の一般病院や医師会の急

患診療所などと連携・分担して行います。

　スタッフ一同、丁寧な診療を心がけ、患者さんやご家族の訴えに真摯に向き合います。その一方、多数の患者

さんが来院される救急診療においては、過度にお待たせすることのないように、手際よく診療を行うことにも努

力します。意を尽くせない場合も多々あるかと存じますが、何かございましたら遠慮なくスタッフにお伝えくだ

さい。

　当院は、全国に配置されている労災病院の一つとして、働く人々の健康を守り、病気を治療し、職場復帰を促

進するための医療活動、「勤労者医療」を推進しております。小児は将来の労働者であり、小児医療は勤労者育

成の根幹に関わることになります。今現在の症状に対応すると同時に、より長期の視点である「子どもが健やか

に育つための医療」にも力を入れていきたいと思います。どうかよろしくお願いいたします。

【担当医】　飯塚　俊之　　林　　篤　　福島　健志

産婦人科医師
上垣　　崇

産婦人科部長
岩部　富夫

小児科医師
福島　健志

第２小児科部長
林　　　篤

小児科部長
飯塚　俊之



「看護のスペシャリスト」シリーズ　№５

－　認定看護師の活動紹介　－

　皮膚排泄ケア認定看護師って一体何をする看護師だろうと思われる方も多いと思いま

す。主に、健康を害した皮膚ならびに皮膚障害のリスクの高い脆弱な皮膚に対するスキン

ケアを中心に、創傷管理や排泄管理を行っています。また、患者様とその家族様の自己管

理及びセルフケア指導を行っています。活動にあたっては、看護職者を始めとする多職種

と連携を図り、より質の高い看護の実践、院内看護職員への指導及び相談に努めています。

　創傷管理に関しては、褥瘡、手術後の創部や瘻孔、胃瘻などの刺入部周囲の皮膚トラブルに介入しています。

清浄化やドレッシング法、適切な栄養摂取へのケア、物

理的負荷の管理を行います。褥瘡に対しては、褥瘡専任

医師（皮膚科・整形外科の医師、）他職種（薬剤師・栄養士）、

病棟の専任看護師、受け持ち看護師、感染管理認定看護

師と共に各病棟週 1 回褥瘡回診を行い、それぞれのスキ

ルを活かし、褥瘡予防や治療に取り組んでいます。

　失禁の排泄管理に関しては、紙おむつの使用、尿、便

失禁、下痢便による皮膚障害に介入しています。

　ストーマ（人工肛門・泌尿器で

の尿路変更）については、病棟や

外来から依頼を受け、患者様、患者家族様より装具の交換方法、皮膚障害の対処方法など

の相談を受けています。また、患者様の自宅での生活を踏まえた看護ケアの提供を手術前

から行い、退院後も生涯にわたってサポートが十分提供できるように努めています。

　お困りの方は、直接声をかけて頂くか、当該科の看護師に相談して頂ければと思います。

どうぞ気軽に声をかけて頂けますようお願いいたします。

山陰労災病院皮膚排泄ケア認定看護師　阿部　安子

新人医師紹介
（Ｈ 26. ５以降）

産婦人科医師

上垣　　崇

【出身】

埼玉県生まれ、

鳥取育ち

【趣味】読書

【自己ＰＲ】

　精一杯がんばります!!!

６月７日、当院

では２例目とな

る出産がありま

した。

お祝膳もご用意しております。

ご
出
産おめでとうございま

す

♪



平成 26 年６月９日現在

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

内 　 科

１ 診 福谷　幸二（呼吸） 加藤　和宏（呼吸） 加藤　和宏（呼吸） 福谷　幸二（呼吸） 木下　直樹（呼吸）

２ 診 古城　治彦（消化）
徳盛　　豊
宮本　美香
塩地　英希

（糖尿） 尾崎　就一（循環）
徳盛　　豊
宮本　美香
塩地　英希

（糖尿）
徳盛　　豊
宮本　美香
塩地　英希

（糖尿）

３ 診 岸本　幸広（ 肝 ） 神戸　貴雅（消化） 岸本　幸広（ 肝 ） 向山　智之（消化） 神戸　貴雅（消化）
４ 診 遠藤　　哲（循環） 足立　正光（循環） 笠原　　尚（循環） 太田原　顕（循環） 水田　栄之助（循環）
５ 診 中岡　明久（ 腎 ） 西向　栄治（ 肝 ） 角田　宏明（消化） 謝花　典子（消化） 西向　栄治（ 肝 ）
６ 診 足立　正光（ペースメーカー外来） 前田　直人（ 肝 ） 石田　千尋（午前）（ 腎 ） 伊澤　正一郎（甲状腺） 前田　直人（ 肝 ）
禁煙外来 福谷　幸二（15 時～予約）

内  視  鏡
胃

神戸　貴雅 向山　智之 謝花　典子 古城　治彦 謝花　典子
前田　直人 岸本　幸広 向山　智之 神戸　貴雅 岸本　幸広
西向　栄治 山下　太郎 隔週　程塚　正則（大学） 角田　宏明 藤井　容子（ 嘱 ）
角田　宏明 岡本　欣也（大学） 　　　安部　　良（大学） 山下　太郎

藤井　容子（ 嘱 ）

大 腸 古城　治彦 神戸　貴雅 向山　智之
謝花　典子 古城　治彦 古城　治彦

消 化 管 Ｘ 線 検 査
向山　智之

角田　宏明 前田　直人
山下　太郎 西向　栄治 角田　宏明謝花　典子

山下　太郎

神 経 内 科
１ 診 林　　永祥 林　　永祥 林　　永祥 林　　永祥
２ 診 吉本　祐子 寺岡　　瞳 吉本　祐子 吉本　祐子 寺岡　　瞳
３ 診 楠見　公義 楠見　公義 楠見　公義 寺岡　　瞳 楠見　公義

心  療  科 １ 診 高須　淳司 高須　淳司 長田　泉美 高須　淳司 山内　崇平（大学）
２ 診 高須　淳司 高須　淳司

外       科 １ 診 建部　　茂 大井　健太郎 福田　健治 山根　成之 山根　祥晃
２ 診 野坂　仁愛 不　　定 野坂　仁愛

整 形 外 科

１ 診 楠城　誉朗 不定 （受付 10 時まで） 大月　健朗 不定 （受付 10 時まで） 岡野　　徹
２ 診 大塚　弘剛 小畑　哲哉 志摩　隆之
３ 診 岡野　　徹 楠城　誉朗 大月　健朗
４ 診 志摩　隆之 大塚　弘剛 小畑　哲哉
５ 診 金谷　治尚 金谷　治尚

 脳 神 経 外 科 １ 診 田辺　路晴 近藤　慎二 不　　定 小林　智行 近藤　慎二
２ 診 （大　学） 沼田　秀治

心 臓 血 管 外 科 休　　診 黒田　弘明
小野　公誉

黒田　弘明
不　　定

手術の有無により
休診の場合あり

第 1・第３は
手術のため休診

皮　　　膚　　　科 三島　エリカ 三島　エリカ 三島　エリカ 三島　エリカ 三島　エリカ

泌 尿 器 科 １ 診 渡部　信之 門脇　浩幸 門脇　浩幸 手術のため
休診

渡部 　信之
２ 診 門脇　浩幸 田路　澄代 渡部　信之 田路　澄代

眼　　　　科 １ 診 宮野　佐智子 佐々木　勇二 佐々木　勇二 宮野　佐智子 佐々木　勇二
２ 診 佐々木　勇二（予約） 宮野　佐智子（予約） 宮野　佐智子（予約） 佐々木　勇二（予約）

耳 　 　 鼻
咽  喉  科

１ 診 杉原　三郎 杉原　三郎 （大　学） 門脇　敬一 杉原　三郎
２ 診 門脇　敬一 木谷　修一 木谷　修一 門脇　敬一

リハビリテーション科
（ 心 臓 リ ハ ）

礒邉　康行  礒邉　康行 礒邉　康行
（尾崎　就一） （尾崎　就一） （尾崎　就一）

麻　 　 酔　　 科 術前診察 （午前） 術前診察 （午前） 術前診察 （午前） 術前診察 （午前） 術前診察 （午前）
歯 科 口 腔 外 科 高橋　啓介 高橋　啓介 高橋　啓介 高橋　啓介 高橋　啓介
放    射    線    科 井隼　孝司 井隼　孝司 井隼　孝司 井隼　孝司 井隼　孝司

産婦人科

午 前 １ 診 岩部　富夫 上垣　　崇 岩部　富夫 上垣　　崇 岩部　富夫
２ 診 上垣　　崇 岩部　富夫 上垣　　崇 岩部　富夫 （大　　学）

午後（新患可） 岩部富夫・上垣崇（予約） 岩部富夫・上垣崇（予約） 手　　術 岩部富夫・上垣崇（予約） 岩部富夫・大学（予約）
救 急 上垣　　崇 上垣　　崇 上垣　　崇 上垣　　崇 岩部　富夫
産 直 上垣　　崇 上垣　　崇 岩部　富夫 上垣　　崇 岩部　富夫

小児科

午 前
1 診 飯塚　俊之 林　　　篤 福嶋　健志 飯塚　俊之 林　　　篤
2 診 福嶋　健志 飯塚　俊之 林　　　篤 福嶋　健志 福嶋　健志
3 診 林　　　篤 福嶋　健志 飯塚　俊之 林　　　篤 飯塚　俊之

乳幼児健診・予防接種
（14 ～ 15 時） 予防接種　 乳幼児健診

（１ヶ月以外） 予防接種　 乳幼児健診
（１ヶ月以外）

予約外来（15 ～ 17 時） 不　　定 不　　定 不　　定 不　　定 不　　定
専門外来（15 ～ 16 時半） 大野　耕策（紹介のみ ）

☆小児科救急当番日：毎週木曜日（18:00 ～ 22:00）、毎週土曜日（17:00 ～ 22:00）、
　　　　　　　　　　祝休日（月、火、木、土の 9:00 ～ 17:00）
☆乳幼児健診、予防接種外来は予約が必要です。

山陰労災病院
〒 683-8605
鳥取県米子市皆生新田１丁目 8番 1号

ＴＥＬ （０８５９）３３－８１８１

地域医療連携室
ＴＥＬ （０８５９）３３－８１８９（直通）
ＦＡＸ （０８５９）３５－４３４８


